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供
た
ち
に
届
け
る
た
め
、
移
動
図
書

館
車
「
よ
し
き
り
号
」
が
毎
月
1
回

ず
つ
学
校
を
巡
回
し
、
児
童
書
を
中

心
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
図
書
館
見
学
や
図
書
館
の

仕
事
を
体
験
す
る
職
場
体
験
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
閉
架
書
庫

や
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
仕
組
み
な
ど
普

段
見
る
こ
と
の
な
い
裏
側
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

乳
幼
児
期
は
、
言
葉
や
心
が
育
つ

大
切
な
時
期
で
す
。赤
ち
ゃ
ん
は
、温

か
な
声
の
響
き
と
ぬ
く
も
り
を
感
じ

て
満
足
し
、
人
と
言
葉
で
気
持
ち
を

通
わ
す
喜
び
を
知
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
図
書
館
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と

保
護
者
が
絵
本
を
介
し
て
、
心
触
れ

合
う
時
間
を
持
つ
き
っ
か
け
を
届
け

る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉
県
家
庭
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
講
師
に
迎
え
、「
親

子
の
絵
本
講
座
」
を
年
4
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
絵
本
の
話
や
子
育
て
の

話
な
ど
、
参
加
さ
れ
た
保
護
者
同
士

で
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
情
報
交

換
す
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
成
長
の
節
目
で
あ
る
小
学
1
年
生

に
本
1
冊
を
贈
り
、
子
供
た
ち
自
身

が
本
に
出
会
い
、
本
を
読
ん
で
み
た

い
と
い
う
読
書
習
慣
が
身
に
つ
く
よ

う
「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
図
書
館
職
員
と
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
市
内
小
学
校

を
訪
問
し
、
子
供
た
ち
に
読
み
聞
か

せ
に
よ
る
本
の
紹
介
を
し
て
い
ま

す
。ま
た
、1
冊
で
も
多
く
の
本
を
子

図
書
館
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
返
却
さ
れ
た
本
な
ど
の
書
架
配

架
や
整
理
、
破
損
図
書
の
修
理
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
学
童
に
対
し

て
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
お
は
な
し
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち

は
、
そ
の
語
り
に
夢
中
に
な
っ
て
聞

き
入
り
、
一
人
一
人
が
想
像
力
を
膨

ら
ま
せ
、
そ
の
世
界
に
入
り
込
ん
で

い
ま
す
。

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
20
ペ
ー

ジ
の
「
図
書
館
だ
よ
り
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
図
書
館
で

は
、
閲
覧
席
の
利
用
制
限
、
飛ひ

沫ま
つ
感

染
防
止
用
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
や
書

籍
消
毒
機
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
に
来
館
さ
れ
る
際

に
は
、次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
 

マ
ス
ク
の
着
用
お
よ
び
手
指
の

消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、
来

館
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
 

人
と
の
間
隔
を
2
メ
ー
ト
ル
程

度
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
図
書
館
に
行
か
な
く
て
も
本
を

読
め
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
行
田
市
立
図
書
館
は
、
本
を
借

り
る
場
所
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
本
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ

り
、
幅
広
い
世
代
が
利
用
で
き
る
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
図
書
館

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
図
書
館
☎
５
５
６

―
４
２
２
７

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

利
用
に
当
た
っ
て

学
校
と
連
携

乳
幼
児
期
か
ら
絵
本
を

本は、私たちが小さいころから身近にあり、読むに当たって場所や時間、設備
などの準備が必要ありません。そうした意味で読書は、誰でも簡単にいつでも始
めることができます。読書をすることによって、人は本の世界の中での経験を通し
てイメージを広げ、感受性を育むことができます。
図書館は、目の前にある多様なジャンルの本を借りることができる「本の宝庫」だ

と思っています。本を購入し、いざ読んでみるとがっかりすることがあります。し
かし、図書館では何度失敗しても、また違う本を無料で読むことができるのが魅
力だと思います。皆さんが読みたい、おもしろいと思う本が必ずあります。ぜひ、
図書館に足を運んでみてください。

【写真の説明】
① ブックスタート事業。
読み聞かせ後、絵本
を贈ります
② おはなしのへやで行
われているおはなし
会の様子
③ 小学校で行われた図
書館利用について学
習する時間の様子
④ 親子の絵本講座
⑤閉架書庫
⑥ 移動図書館車「よし
きり号」
⑦ 学校の図書室でブッ
クトークの実演

行田市立図書館司書
小泉 遼さん
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